
「審査を受審するにあたって」 

〇学科審査について 

問題が公開されているのに、毎回不合格者が出ています。 

しっかり準備して受審してください。 

・教本第１巻をよく読んで、公開されている問題に解答出来るようにすること。 

・要点をおさえ、簡潔に解答すること。図解のみで説明がないのは不可です。 

・表に２問解答してよいが、書ききれないときは裏面も使うこと。 

 

〇術科審査について 

審査を受けに来ているとは思えない姿（着装）、態度が目につきます。 

次の項目について、よく考え・修練して受審してください。 

・整った着付け（身だしなみ、特に袴の着け方）、洗濯された足袋・弓道衣、姿かたちに現れた

清潔さなど、真剣に取り組んでいる姿勢が大切です。 

 

・手入れのされた弓具を使用してください。余分な弦先の処理、弦のボサボサ、握り革のよごれ、

矢摺藤の破損、中仕掛け等に気を配り隙の無いようにしてください。 

 

・入場・退場の仕方と目づかい、執り弓の姿勢、歩き方、揖と礼など決められていることは確実

に守ってください。間合いは、全日本弓道連盟の要領を守ってください。 

 

・立ち方、すわり方、回り方、開き足、矢つがえ動作、膝の生かし方、弓の立て方、弦の返し方

など、正しく行おうとする態度・気配りが大切です。 

 

・正しい足踏（広さ・角度）、安定した胴造、縦線・横線の通った三重十文字が大切です。 

 

・打ち起しの位置、大三の形、水平・平行を確実に守った引き分け。特に会はしっかり熟するま

での頑張りが大切ですので、それなりの深さ（長さ）が必要になります。 

 

・真っ直ぐで強い離れ、整った残身(心)、正しい弓倒しを心がけてください。特に弓倒しは、弓

の先が最短距離で体の中央にくるように倒し、床上１０㎝位の高さを保ってください。 

 

・失があった場合、確実な処理ができるように修練してください。 

 

〇審査受審の心構え 

・受審の目的を考え、なぜ審査を受けるのか、しっかりと自覚をして受審すること。 

・地区や支部主催の講習会の受講習歴を必ず審査申込書に記入すること。審査直前に予定されて

いる講習会（予定）の記入も可です。 

・講習を受けていない生徒・会員の誤った理解による姿・動作がみられます。改善を望みます。 


